
詳しくはお近くの営業店、相談プラザへお問い合わせください。

本資料は、情報開示頻度の拡充といった観点から、半期における当金庫の現況をピックアップして作成したものであり、信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第21条に基づく
ディスクロージャー誌ではございません。

お知らせ

　地元愛媛の魅力発信と、販路開拓や仕入先の発掘、業務提携、技術力の向上など経営課題の解決をサポート
することを目的として、展示商談会や愛媛県内外のバイヤーとの個別商談会を開催します。
　優れた製品や商品、技術を有する約120の企業が出展を予定しています。皆さまのご来場をお待ちして
います！

前回のビジネスマッチングフェア（平成23年３月16日
開催）の様子

専用ホームページ（http://ehime-shinkin.biz/）に出展
企業の情報やイベント内容など最新情報を掲載しています

　振り込め詐欺、還付金詐欺、架空請求詐欺等の特殊詐欺の被害が愛媛県内でも増加しています。
最近では、窓口やATMでの振込みだけでなく、現金やキャッシュカードを直接取りに来る「受取り
型」の手口による被害も多く発生しています。
　当金庫では、特殊詐欺被害防止のため、お振込みや出金、定期預金等の解約などでご来店された
お客さまに職員がお声掛けする場合があります。

ご注意ください！

愛媛県警察と連携し、ATMコーナーでの声掛け訓練や注意喚起のチラシ
配布などの活動を実施しています

当金庫では、詐欺被害防止のため、ATM
コーナーでの携帯電話の使用を原則
禁止させていただいております

愛媛信用金庫ビジネスマッチングフェア ～ねむれる愛媛のお宝発掘！！2014～ 開催！

開催日時 平成26年３月12日（水）10時～16時

会　　場

電話で急な振込みの依頼を受けた場合、身に覚えのない請求書が届いた場合は、振込みの前に
ご家族や最寄りの警察署へ相談しましょう。
被害の極小化のため、キャッシュカードの一日あたりのご利用限度回数・限度額の引き下げを
お勧めします。窓口またはATMで変更が可能です。

アイテムえひめ
松山市大可賀２丁目1-28

平成25年４月１日　平成25年９月30日

小田深山渓谷（内子町）小田深山渓谷（内子町）

〒790-0002 松山市二番町4丁目2番地11
TEL 089-946-1111（代表）
http://www.shinkin.co.jp/ehime/ ＪＱＡ－ＥＭ6320

本　店

本資料は環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

見やすい紙面作りのため
ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

経営内容のお知らせ
E h i m e  S h i n k i n  B a n k  R e p o r t
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預金の状況

収益の状況

有価証券の状況平成25年度上期 経営内容のお知らせ
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24年９月末

289,050

貸出金残高

人格別預金・積金残高構成

有価証券残高構成

有価証券の時価情報

当期純利益

業種別貸出金残高構成

貸出金の状況
　お客さまのさまざまなニーズにお応えする
ため、新商品の発売や既存商品の見直しなど
に取り組むとともに、将来の生活やライフ
イベントなどに備えていただくため、定期性
商品を中心にご提案しました。
　地域の皆さまからの信頼の証である預金・
積金は順調に増加し、９月末残高は610,468
百万円となりました。

　景気の低迷が続くなか、定期的な訪問活動に
よりお客さまのニーズや課題を把握し、お客
さまと協議しながら適時適切な融資に努めま
した。また、お客さまの資金繰りの状況に
あわせ、返済スケジュールや貸出条件の見直し
などの対応に努めました。
　９月末残高は281,192百万円となりました。

　当金庫の預金・積金は、地域の個人のお客
さまからお預かりした資金を中心に構成されて
います。幅広い商品ラインナップのなかから、
お客さま一人ひとりのニーズにあわせてご利用
いただいています。

　特定業種や特定先に偏ることなく、小口資金
を幅広くご利用いただくことで、信用リスク
の分散を図っています。

「社債」は、金融債および事業債です。（注）
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（単位：百万円）

　当金庫では、預金の支払準備および資金
運用のため、安全性や流動性に留意しながら、
国債、地方債、政府保証債等で運用しています。

　国内景気に持ち直しの動きが見られる一方、愛媛県内における動きは緩やかであり景気回復の実感が
乏しい状況が続くなかで、経営理念・経営方針に基づき、お客さまの目線に立って一緒に考え、
課題を解決する活動に注力しました。また、適切なリスク管理を行いながら、有価証券の効率的な運用
に努めました。
　その結果、当期純利益は９月期で５期連続の増益となり、引き続き10億円を超える安定した利益を
計上することができました。

（注）時価は、９月末日における市場価格等に基づいています。

◆満期保有目的の債券
貸借対照表
計上額 時　価 差　額

（単位：百万円）

区　 　　分

合 　　　計

社 　 　 債 1,497

1,497

1,557

1,557

59

59

1.貸借対照表計上額は、９月末日における市場価格等に基づいています。
2.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は含みません。

（注）

（単位：百万円）◆その他有価証券
区　 　　分 貸借対照表

計上額 評価差額取得原価
（償却原価）

株 式

債 券

　 国　　債

　  地 方 債

　 社　　債

そ の 他

合 　　　計

566

274,146

92,416

80,543

101,187

103

274,816

541

272,057

92,056

79,587

100,413

100

272,698

25

2,089

359

955

773

3

2,117

（単位：百万円）

経 常 収 益

業 務 純 益

コア業務純益

経 常 利 益

当期純利益

23年９月期 24年９月期 25年９月期

8,124

3,467

1,341

1,591

1,040

7,567

2,633

973

1,619

1,059

7,208

1,739

850

1,494

1,071

※計数はすべて単体ベースで表示しています。

製造業
21,608

各種サービス業
34,428

地方公共団体
13,570

不動産業 42,813

消費資金
その他
28,047

卸売業、
小売業
20,033

情報通信業
775運輸業、郵便業

12,239
建設業
17,581

住宅ローン
79,852

その他
10,241

貸出金残高
281,192

百万円

個人
107,899

（単位：百万円）

地方債
80,543

政府保証債
65,315

社債
37,369 国債

92,416

その他の証券
103

株式
1,054

有価証券残高
276,802

百万円

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1.「個人」には、個人事業主を含んでいます。
2.「法人等」には、地方公共団体、金融機関等を含んでいます。

（注） 1.「各種サービス業」は、「物品賃貸業」「学術研究、専門・技術
サービス業」「宿泊業」「飲食業」「生活関連サービス業、娯楽
業」「教育、学習支援業」「医療、福祉」「その他のサービス」
です。

2.「その他」は、「農業、林業」「漁業」「鉱業、採石業、砂利採取業」
「金融業、保険業」です。

（注）

預金・積金残高
610,468

百万円

法人等 91,432
個人 519,035
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用語のご説明
Tier1（基本的項目）
　自己資本の中の基本的項目で、出資金・利益準備
金・特別積立金などによって構成されています。ま
た、Tier1のみで測定した自己資本比率をTier1比率
といいます。

用語のご説明
アウトライヤー規制
　銀行勘定における金利リスク量が自己資本に対して
20％を超える経済価値の低下が生じる金融機関（＝アウト
ライヤー銀行）について、金融庁が自己資本比率規制の
早期警戒制度の中でモニタリングを行うものです。

統合的なリスク管理の状況

自己資本の状況

自己資本比率

自己資本に占めるリスク量

　当金庫では、毎期安定した利益を計上し、内部留保による自己資本の積み上げを行っており、経営
の健全性・安全性を確保しています。
　自己資本比率は20.44％、Tier1比率は19.52％
となり、早期是正措置の適用基準（４％）を大幅に
上回る高い水準を維持しています。

　当金庫では、個々のリスクを一元的に管理し、経営体力（＝自己資本）の範囲内でコントロールする
ことで、経営の健全化および収益力の向上に努めています。９月末におけるリスク量が全て顕在化した
と仮定した場合の自己資本比率も11.60％と国内基準を大幅に上回る水準を維持しています。アウト
ライヤー比率も基準を下回っており、健全性を十分に確保しています。

アウトライヤー比率

金融再生法に基づく開示債権の状況

預かり資産の状況

預かり資産残高
　お客さま一人ひとりの運用ニーズ
にあわせ、国債や投資信託商品を
ご提案するとともに、投資環境を
踏まえ、資産運用状況にあわせた
情報提供に努めました。
　また、公的年金等を補完する年金
保険、資産運用と万一の場合の保障
のための終身保険、高額の医療費に
よる経済的負担を軽減するための
医療保険などの商品の提案に努め
ました。

　厳しい経済環境のなかで、お客
さまの資金繰りの円滑化に努めると
ともに、地域事業振興部を中心に
本部と営業店が連携し、経営改善に
積極的に取り組みました。その結果、
９月末の不良債権比率は5.13％と
なりました。
　なお、当金庫では厳格な基準の
もと償却・引当を行い、不良債権に
係る会計上の処理はすべて完了して
います。不良債権と保全額との差額
に対し、当金庫の自己資本の構成の
中心となっている内部留保額は
46,515百万円であり、経営に与える
影響は極めて少なく、健全性を十分に
確保しています。

自己資本比率

Tier1比率
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16
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8

4

0 24年９月末 25年３月末 25年９月末

国内基準

（単位：％）

19.60 18.68 19.83 18.91 20.44 19.52

自己資本額

　　うち基本的項目（Tier1）

リスク・アセット等

Tier1比率

自己資本比率

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｂ／Ｃ）

（Ａ／Ｃ）

50,533

48,248

247,131

19.52％

20.44％

（単位：百万円）

（注）下記に基づき損益を算定し、自己資本比率を算出しています。
1.自己査定は、本決算に準ずる方法にて実施しています。
2.一般貸倒引当金算出にかかる予想損失率は、平成25年３月
末実績値を採用しています。

3.剰余金処分は考慮していません。

オペレーショナル・リスク 市場リスク 信用リスク

自己資本額
50,533

自己資本比率
20.44%

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（単位：百万円）

９月末リスク量
21,851

リスク控除後
自己資本比率
11.60%

未使用資本
26,397

補完的項目
（Tier2）

2,285

基本的項目
（Tier1）
48,248 1,555

2,466

17,830
金利リスク 15,603
価格変動リスク 2,227（ （

（単位：百万円）

自己資本額
50,533

アウトライヤー
基準20％

金利リスク量
4,626

アウトライヤー比率
9.156%

1.「投資信託」は、９月末日における市場価格等に基づいています。
2.「保険」は、年金保険および終身保険です。

（注）
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破産更生債権及び
これらに準ずる債権
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　お客さまの課題を把握し、一緒に解決していくため、さまざまな形でお客さまをサポートしています。

お客さまの課題解決に向けた取組み

事業を営むお客さまへ

　地域の一員としての社会的責任を果たすため、さまざまな活動に積極的に取り組んでいます。

個人のお客さまへ

　当金庫では、年金に関するご相談に対し、丁寧なアドバイスを行うと
ともに、お客さまの受給手続きをお手伝いします。また、各営業店で無料
年金相談会を開催しています。※
　来店が困難なお客さまには、ご自宅へ年金をお届けする「愛の年金お届け
サービス」を実施しています。
※スケジュールについては、当金庫ホームぺージに掲載しています。

　現在の投資環境やNISA
（少額投資非課税制度）など
について専門家が分かり
やすく解説するセミナーを
開催しています。

４月  １日●外貨普通預金業務・先物為替予約業務取扱い開始
　　　　  ●あんしん学資プラン（しんきん傷害保険付定期積金フラット型）取扱い開始 （～平成26年３月31日）
　　　　  ●愛媛県教育委員会「えひめ学校教育サポーター企業」へ登録
４月  ３日●金庫内ビジネスマッチングサイト運営開始
４月  ９日●第17回新入社員合同研修開催
４月 18日●第４回おくさま塾開講
５月  １日●クールビズ実施（～10月31日）
６月 15日●信用金庫の日　清掃ボランティア活動やキャンペーン活動を実施
６月 17日●しんきん東日本大震災こども応援定期積金Ⅱ（新商品）取扱い開始（～平成26年１月31日※）

※募集総額に達し次第取扱いを終了します。　　　　　　　　　　

７月  １日●シルバーきゃっするカードローン（新商品）取扱い開始
７月 16日●教育資金一括贈与専用預金「未来贈」（新商品）取扱い開始（～平成27年12月30日）
７月 25日●ハローズ川之江店出張所（店舗外ATM）開設
　　　　  ●外国送金（仕向・被仕向）、クリーンチェック取立、信用状（Ｌ／Ｃ）付輸入為替の取扱い開始
８月  １日●伊予市と「地域経済の持続的な発展に向けた連携・協力協定」締結

日本銀行松山支店を見学

◆子供たちへの金融教育

愛媛マンダリンパイレーツの選手をコーチに招いた
親子野球教室を開催

◆スポーツ振興支援

第48回松山まつり野球拳おどり大会に
出場

◆地域行事への参加

お客さまが自主制作された作品を展示地域文化を紹介する展覧会を企画・開催ピンクリボン啓蒙活動のため巡回パネル
展を開催

◆ロビーの活用

店舗周辺の清掃活動を実施

◆環境美化活動

年金相談会

◆年金サービス

◆資産運用セミナーの開催

今治市に自転車用ヘルメット200個を寄贈

◆寄附・寄贈

トピックス（平成25年４月～９月）

地域活性化に向けた取組み
　販路や仕入先の開拓・拡大など、新たなビジネス
チャンスの拡充を目的に商談会を開催しています。
　また、全国の信用金庫ネットワークや当金庫内の
データベースを活用したマッチング支援を積極的

に行っています。

◆マッチング支援

愛媛県と協力・連携し、
岡山県で開催された「しん
きん合同ビジネス交流会」
に愛媛県ブースを出展し
ました

　潜在する課題の発見や、顕在化している課題の
解決にむけて、３Ｓ（整理・整頓・清掃）診断、事業
診断、従業員教育サポートなど、さまざまな支援
活動を行っています。

◆経営力強化支援

「若手経営者塾」
「おくさま塾」は、
後継者や経営者の
奥さまなど次の
世代を担う方々の
自己研鑽、ネット
ワークづくりの場
となっています

　ビジネスにおける課題
（創業、事業拡大、経営革新、
経営改善・事業再生など）
の解決に向けた当金庫の
取組み、各種コンサルティ
ングの内容を具体的に紹介
しています。

「愛」ある街のホームドクター活動事例集創刊！

本冊子については、お近くの営業店
または地域事業振興部（TEL：089‐946‐1121）
までお問い合わせください。

み  らいぞう

■受付時間■
月曜日・火曜日・水曜日（当金庫休業日を除きます）
9：00～ 12：00／ 13：00～ 15：00

0120-605165
年金相談フリーダイヤル

専属の相談員（社会保険労務士）が年金に関する
あらゆるご相談に対応いたします。

ロ ウ ゴ イイロウ ゴ

　創業計画時から、創業後に経営が安定するまで、
「創業応援パッケージ」にてトータルサポートを
行っています。

◆創業支援

創業セミナー

創業個別相談

コンサルティング

創業融資制度

〈　　　　　　　　　 〉創業応援パッケージ
イメージ図

更なる発展へ

創業への想い
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詳しくはお近くの営業店、相談プラザへお問い合わせください。

本資料は、情報開示頻度の拡充といった観点から、半期における当金庫の現況をピックアップして作成したものであり、信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第21条に基づく
ディスクロージャー誌ではございません。

お知らせ

　地元愛媛の魅力発信と、販路開拓や仕入先の発掘、業務提携、技術力の向上など経営課題の解決をサポート
することを目的として、展示商談会や愛媛県内外のバイヤーとの個別商談会を開催します。
　優れた製品や商品、技術を有する約120の企業が出展を予定しています。皆さまのご来場をお待ちして
います！

前回のビジネスマッチングフェア（平成23年３月16日
開催）の様子

専用ホームページ（http://ehime-shinkin.biz/）に出展
企業の情報やイベント内容など最新情報を掲載しています

　振り込め詐欺、還付金詐欺、架空請求詐欺等の特殊詐欺の被害が愛媛県内でも増加しています。
最近では、窓口やATMでの振込みだけでなく、現金やキャッシュカードを直接取りに来る「受取り
型」の手口による被害も多く発生しています。
　当金庫では、特殊詐欺被害防止のため、お振込みや出金、定期預金等の解約などでご来店された
お客さまに職員がお声掛けする場合があります。

ご注意ください！

愛媛県警察と連携し、ATMコーナーでの声掛け訓練や注意喚起のチラシ
配布などの活動を実施しています

当金庫では、詐欺被害防止のため、ATM
コーナーでの携帯電話の使用を原則
禁止させていただいております

愛媛信用金庫ビジネスマッチングフェア ～ねむれる愛媛のお宝発掘！！2014～ 開催！

開催日時 平成26年３月12日（水）10時～16時

会　　場

電話で急な振込みの依頼を受けた場合、身に覚えのない請求書が届いた場合は、振込みの前に
ご家族や最寄りの警察署へ相談しましょう。
被害の極小化のため、キャッシュカードの一日あたりのご利用限度回数・限度額の引き下げを
お勧めします。窓口またはATMで変更が可能です。

アイテムえひめ
松山市大可賀２丁目1-28

平成25年４月１日　平成25年９月30日

小田深山渓谷（内子町）小田深山渓谷（内子町）

〒790-0002 松山市二番町4丁目2番地11
TEL 089-946-1111（代表）
http://www.shinkin.co.jp/ehime/ ＪＱＡ－ＥＭ6320

本　店

本資料は環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

見やすい紙面作りのため
ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

経営内容のお知らせ
E h i m e  S h i n k i n  B a n k  R e p o r t


